
目 的 対　象
各期の
定　員

期　間
（概ね）

推薦受付
期間

第3期
H31.5.8
   ～6.6

H31.3.4
   ～3.15

第4期
H31.10.9
    ～11.8

H31.8.13
   ～8.23

第3期
H31.5.16
    ～5.30

H31.3.4
   ～3.15

第4期
H31.10.17
    ～11.1

H31.8.13
   ～8.23

第132期
H31.6.10

　～8.29
H31.3.4
   ～3.15

第133期
H31.11.12
　～H32.1.29

H31.8.13
   ～8.23

第186期
H31.6.7

　～7.25
H31.3.4
   ～3.15

第187期
H31.8.22

　～10.9
H31.6.3

　～6.14

第188期
H31.11.11

　～12.26
H31.8.13
   ～8.23

第189期
H32.1.9
    ～2.28

H31.11.5
   ～11.15

第37期
H31.9.4

　～9.27
H31.3.4
   ～3.15

第38期
H32.1.30

　～2.21
H31.8.13
   ～8.23

第３部課程 管理職の能力向上
都道府県及び市区町
村の課長相当職以上
の職員

120名 3週間 第110期
H31.7.18
　　～8.6

H31.4.15
　～4.26

税務専門課程
税務・徴収コース

地方税徴収等能力の
向上

都道府県及び市区町
村の賦課・徴収事務
の管理監督職員

120名 3週間 第17期
H31.6.12
　　～7.5

H31.4.1
　～4.12

税務専門課程
会計コース
※１

税務・財務知識の習
得

都道府県及び市区町
村の税務担当職員

50名

通信：
2か月半
宿泊：
3か月

第37期
H31.7.9

　～10.11
H31.1.28
　　～2.8

監査・内部統制専
門課程

監査事務等実務能力
の養成

都道府県及び市区町
村の課長補佐、係長
相当職の職員

50名

通信：
2か月
宿泊：
1ヶ月

第20期
H31.10.29

　～11.22
H31.6.10

　～6.21

平成３１年度　自治大学校　研修概要

課 程 宿泊研修期間

※１　　修了試験に合格すると、税理士試験において会計学に属する科目が免除されます。

第１部・第２部特
別課程 幹部候補の養成

幹部候補の養成

都道府県及び指定都
市、中核市、施行時
特例市、特別区等の
課長補佐又は係長又
はこれらに相当する
職員（特に要望があ
れば市町村職員も
可）

80名

基本法制研修Ａ

基本法制研修Ｂ

①第１部課程受講者
②第２部課程受講者
③基本法制のみの受

講希望者

第１部課程 10週間

①第２部課程受講者
②第１部・第２部特

別課程受講者
③基本法制のみの受

講希望者

4週間

注 　各課程ともに、対象とされている地方公共団体を構成団体に含む一部事務組合等（一部事務組合、広域連合、市長会、町村会、市町村振興協会
　　　　など）の職員も対象となります。

都道府県及び市区町
村の係長相当職以上
の職員

120名 3週間

専
門
研
修

※２　　医療政策短期特別研修、人材育成特別研修、地方公会計特別研修及び防災研修の詳細については、別途連絡いたします。

一

般

研

修

2週間

第２部課程 幹部候補の養成

市区町村（指定都市
を除く）の課長補佐
又は係長又はこれら
に相当する職員

80名 7週間

幹部候補の養成

地方公務員女性幹部養成支援プログラム

資料１ ８
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平成３１年度研修計画（抄）

１．基本方針 

自治大学校は、地方公務員のための国の研修機関として、地方公務員に対する高度

な研修を行い、その資質を向上するとともに、勤務能率の発揮及び増進を図り、もっ

て地方公共団体の行政の民主的かつ能率的な運営を期することを目的としています。 

 今、地方公共団体は、人口減少・超高齢社会における長期的な観点にたった地方創

生の推進など、数多くの課題に直面しています。そして、地方分権改革の進展に伴っ

て、これらの課題に自己決定、自己責任の原則に立って向き合い、住民ニーズに的確

に対応していくことを強く求められています。 

 こうした時代の要請に地方公共団体が対応していくためには、より広い識見と高い

能力をもった地方公務員を養成、確保していくことが必要不可欠です。 

 自治大学校では、後述のとおり、平成３０年度から研修のあり方を大幅に見直しま

した。見直した研修の質を高めるべく検討を行い、平成３１年度の研修課程を編成し

ています。 

 研修に当たっては、①地方創生を進めるための具体的なプランの作成、②証拠に基

づく政策形成（EBPM）の推進に向けた知見の獲得・能力の付与を重点的に行うことと

し、また、研修手法として、③ICT の活用を積極的に進めていきます。 

２．一般研修課程 

一般研修課程のうち、第１部課程及び第２部課程については、将来の地方公共団体

を担う幹部候補生に対して、幹部として必要な政策形成能力及び行政経営能力を身に

つけさせ、かつ、公務員としての使命感及び管理者意識を涵養することを目的とした

高度な研修です。 

従来の研修にありがちな知識の伝授を主体とした受け身の講座ではなく、様々な演

習を通じて、①自ら調べる→②自ら考える→③自ら判断する→④その結果を説得力を

持って伝える、これらの訓練を徹底的に行うことで、自ら考え、判断できる高い専門

性を持った人材の養成を行おうとするものです。 

「基本法制研修」については選択受講制とし、座学の効果を高めるための演習を行

う等により実務に役立つ内容としています。 

また、「本研修」は、より実務的、実践的な能力の養成に資するため、行政課題の

解決に向けた施策を企画、立案する上で必要な政策形成能力等の養成に主眼を置いた
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演習主体の課程編成としています。 

これからの時代を担う地方公務員に必要な能力として、自治大学校では六つの能力

（問題発見・解決能力、政策立案能力、プレゼンテーション能力、マネジメント能

力、公共政策・行政経営に係る知識、幹部候補生としての使命感）を研修生に習得し

てもらいたいと考えており、演習課目を通じて段階的にかつ着実に習得できるように

しています。研修における具体的な演習課目は以下のとおりです。 

地方公共団体の人材育成研修における自治大研修の位置づけ 

係員等 

係長級 

課長補佐級 

第１部課程 

第２部課程等 

課長級 

第３部課程 

職制上必要とされる能力等のう

ち、研修を受講することにより習

得されるべき主な事項 

地方公務員とし

て業務を遂行す

る上で必要な基

本的知識や技

能の習得 

行政課題に対する対応のため、

専門的知識を前提に、解決に向

けた施策を企画、立案できる能

力の養成 

行政課題に対応するための

組織方針を構想し、その実現

に向け、適切な判断を行う能

力の養成 

自治大の本研修における演習課目とそのねらい 

模擬講義演習 － 

･公共政策・行政経営に係る知

識 

・プレゼンテーション能力 

－ 

事例演習 

(テキスト型、持寄型) 
－ 

・問題発見・解決能力 

・政策立案能力 

・プレゼンテーション能力 

・公共政策・行政経営に係る知識 

・問題発見・解決能力 

・政策立案能力 

・プレゼンテーション能力 

・マネジメント能力 

・公共政策・行政経営に係る

知識 

データ分析演習 － 

・問題発見・解決能力 

・公共政策・行政経営に係る知識 

・政策立案能力 

－ 

条例立案演習 － ・政策立案能力 － 

ディベート型演習 －

・プレゼンテーション能力 

・問題発見・解決能力 

・政策立案能力 

－ 

政策立案演習 － 

・問題発見・解決能力 

・政策立案能力 

・プレゼンテーション能力 

・マネジメント能力 

・公共政策・行政経営に係る知識 

－ 
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・模擬講義演習

実際に研修講師として壇上で模擬講義を行うことにより、基本法制について知

識を定着させることを主目的とした実践的な課目です。 

・事例演習（テキスト型、持寄型）

政策立案の基礎となる、問題発見及び解決のために必要な能力を構築するた

め、前提となる現行制度を網羅的に考察した後、ケーススタディを通じて、行

政課題の解決に向けて、必要となる段取りや課題の克服方法の検討を多角的に

考察した上で具体的な解決策を提示する能力の養成を目指す実践的な課目で

す。 

・データ分析演習

客観的なデータ分析結果に基づき問題を発見し、解決へと導く能力を構築す

るため、データ分析を活用した政策立案について基調講義を受けた後、特定の

政策課題をテーマに、課題解決に向けた施策を企画、立案する前提として把握

すべき現状や問題点を様々な統計ツールを用いて分析し、また、統計データを

活用して課題解決のための仮説を検証することで説得力のある解決策を提示す

る能力の養成を目指す実践的な課目です。 

・条例立案演習

政策立案を行う上で実務上不可欠である政策法務能力を構築するため、特定

の政策課題をテーマとし、この解決に向けた施策を具体化するに当たり必要と

なる条例の立案、条例案の現行法令や制度との整合性、条例案の実効性の検証

等、政策法務の観点から具体的な解決策を考察する能力の養成を目指す実践的

な課目です。 

・ディベート型演習

説得力をもって伝えるプレゼンテーション能力を構築するため、特定の論題

をケーススタディとして、それぞれの主張の正当性を立証する過程における説

得性を競う「対向討論会」を通じて、的確に争点を整理した上で論理的に反論

するという議論の手法を習得することを目指す実践的な課目です。 

・政策立案演習

演習課目の総括として、特定の政策課題をテーマに、実際に首長に提言する
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ことを想定して課題解決のための具体的な政策をグループで立案します。上記

演習で培った問題解決のための手法や政策立案に必要な能力を踏まえ、政策形

成の一連の過程を実践することを目指す演習です。 

これらの演習課目全体を通して、常に組織全体を見ながらコスト感覚を持って業務

にあたり、また、向上心を持って職責を果たす幹部候補生としての使命感も養成しま

す。 

上記演習を成し遂げることにより、自治大学校が研修生に習得してもらいたいと考

えている六つの能力が確実に向上していることを実感できると考えています。 

幹部職員を対象とする第３部課程では、行政課題に対応するための組織方針を構想し、

その実現に向け、適切な判断を行う能力の養成を目的としています。そのため、地方公共団体

を巡る最新の話題提供を行い、知識のリフレッシュを図るとともに、ケーススタディを通じ

て新たな行政課題の解決策の検討、効果的なプレゼンテーション手法の実践を演習を

通じて学びます。 

また、第１部・第２部特別課程については、「地方公共団体女性幹部職員養成支援

プログラム」として位置づけています。これまで幹部への昇任が相対的に少なかった

女性職員を対象に、今後の幹部への登用を目指し、研修生本人の背中を押すことを進

めていきます。 

３．専門研修課程等 

専門研修課程では、特定の行政分野に必要とされる高度な知識、実務処理能力の充

実を図るため、最新の状況を踏まえた講義や実践的な演習等を重点的に実施します。 

 その中でも、税務専門課程会計コースについては、修了試験の合格により、税理士

試験が免除され、「税理士」となる資格が得られる（必要な税務事務経験年数を満た

すことが必要）特別のコースとなっています。 

また、税務専門課程税務・徴収コース及び監査・内部統制専門課程を実施します。 

特別研修では、災害対応に関する最新の取組に係る情報共有等を図るため、防災特

別研修を実施します。 

また、他の高等教育機関と連携した修士課程連携特別研修等を実施するほか、短期

の人材育成特別研修を実施します。 
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平成３０年度からの自治大研修の位置づけ 

自治大学校においては、将来の地方公共団体を担う幹部候補生が、より上位の職位

に昇任するための実務的、実践的な能力を養成するための研修モデルを作るとの観点

で、平成３０年度研修計画より研修課程を大きく見直し、行政課題の解決に向けた施

策を企画、立案するうえで必要な政策形成能力等の養成に主眼を置いた演習主体の課

程編成に変更しました。かつて多くの時間を割いていた法制経済科目については、基

本法制研修に分離して選択制とするとともに、実務に役立つ内容については、本研修

においても縮小した内容で一部を実施しています。 

 

　＜自治大学校における研修の体系（イメージ）＞

〔職位〕

係員級

概ね20代

概ね30～40代

課長級

概ね50代

係長～課

長補佐級

（２）’課長への昇任を目指す幹部候補生が、

行政課題の解決に向けた施策を企画、

立案する上で必要な政策形成能力等の

養成に主眼を置いた演習主体の研修

（１）特別研修

（２）’部局長への昇任を控えた課長級の職員

が、行政課題に対応するための組織方針を

構想し、その実現に向けて適切な判断を行

う能力を養う研修

第１部課程、第２部課程

第３部課程

各自治体で実施する研修 自治大学校で実施する研修

係員級

課長級

（２）階層別研修

専門的な知識・技能の

習得や能力の開発・

向上を目的として実施

する研修であって、

（２）を除くもの

、

職位ごとに必要な能力を習得するため、

対象となる階層・職種の職員が原則とし

て全員受講することを義務づけた研修

（３）’基本法制について演習

等により実践的に通用する

応用力をつけるための研修

※対象は、第１部課程、第２部

課程の受講者等

※選択受講制

基本法制研修A
第１部・第２部特別課程

女性の幹部登用を目指し、

「地方公共団体女性幹部

職員養成支援プログラム」

として位置づける短期間の

研修

※対象は、今後、専門職等

幹部への昇任が相対的に

少ない特定の部局に配属さ

れてきた女性職員等に特化

することを見据えていく。

基本法制研修Ｂ

（３）’基本法制について短期間

でその概要を把握するため

の研修

※対象は、第２部課程、第１部・

第２部特別課程の受講者等

※選択受講制

ｅラーニング

※第２部課程、第１部・第２部

特別課程を受講する研修生

で、基本法制研修を受講し

ない者は必須

係長～課長補佐級

（３）事務を行うのに必要な

基礎的知識に関する研修

・地方自治制度、地方公務員
制度等の法令知識
・公文書作成・管理
・統計処理の基礎的知識
・会計経理等の実務遂行
・ＩＣＴを活用した情報処理 等

補完

応用能力実証～適性の認定

能力実証～適性の認定
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長期的かつ総合的な観点で職員の能力開発を効果的に推進するため、各地方公共団

体において、人材育成の目的、方策等を明確にした「人材育成基本方針」を策定する

こととされており※１、また、人材育成基本方針の策定にあたっては、それぞれの職

種、階層等にふさわしい研修を行うよう努めることが必要である※２とされています。 

※１「地方自治・新時代に対応した地方公共団体の行政改革推進のための指針」
（平成９年１１月１４日付自治整第２３号） 

※２「地方自治・新時代における人材育成基本方針策定指針について」（平成９年
１１月２８日付自治能第７８号） 

また、「職員の昇任は、任命権者が、職員の受験成績、人事評価その他の能力の実

証に基づき、任命しようとする職の属する職制上の段階の標準的な職に係る標準職務

遂行能力及び当該任命しようとする職についての適性を有すると認められる者の中か

ら行うもの」とされているところです（地方公務員法第２１条の３）。 

一方で、能力実証の一つとして行われる人事評価は「職員がその職務を遂行するに

当たり発揮した能力及び挙げた業績を把握した上で行われる勤務成績の評価」（同法

第６条）であり、一般的には、現在の職位の業績と能力を測るものとして実施されて

いるに過ぎません。 

階層別研修の実施目的である、「当該職位より更に上位の職位に昇任するために必

要な能力を養成することを目的とした研修」として、自治体が実施困難な高度の研修

を自治大学校が実施することとしています。 
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自治大学校「監査・内部統制専門課程」について

監査事務局職員の方へご回報ください

監査・内部統制専門課程の受講をぜひご検討ください
自治大学校では「監査・内部統制専門課程」を実施しており、自治体の監査事

務局職員を対象に、内部統制の概要や事例、国の動向を学ぶ講義を実施しま

す。また、監査の実務能力を養成するため、公営企業の監査、財政健全化法に
係る実践的な演習を実施します。

約４週間の宿泊研修で構成され、e-ラーニングでは地方自治制度や行政法な

どの基礎的な課目を学び、宿泊研修では実際の決算書等を題材に実践的な監
査演習を行うなど、監査の課題発見や実務に資する能力を養成します。

お問い合わせ先 TEL  042-540-4502（教務部）

自治大学校HP  http://www.soumu.go.jp/jitidai/ 

※研修課目は予定であり変更となる可能性があります。

監査・内部統制専門課程第２０期
研修期間 ： 平成３１年１０月２９日（火）～１１月２２日（金） ※ｅラーニング履修期間 ： ８月下旬～１０月下旬

その他の研修課目

１ 総合教養科目

地方分権と監査制度

国の会計検査

２ 基礎科目

簿記

会計学の基礎

３ 監査の実務

監査論

監査実務（講義）

内部統制

住民訴訟

監査実務（演習）

４ 財務指標の分析

健全化法の意義と効果

５ 公営企業の分析

公営企業の財務諸表の分析

公営企業会計

「自治体監査実務指導者」の認定

当研修課程は地方自治法施行令によって総務大臣指定研修に指定されており、研修において十

分な成績を修めた者は「自治体監査実務指導者」に認定され、外部監査契約を締結できる行政実
務経験者の必要経験年数が１０年以上から５年以上に短縮されます。

主要な演習課目

監査実務の課題研究

地方公共団体監査の諸課題（例：「監査主体が内部統制に果

たすべき役割」）についてグループで行った研究に基づき、発

表及びディスカッションをすることで監査の目的・理論と実務

の能力を養います。

財政健全化指標の活用

自らが所属する団体の「健全化判断比率算定様式」に記入さ

れているデータを分析し相互に検討することで、財政指標の

監査の視点・理解を深め、監査意見作成のための視点を養

います。

財務監査・出納検査事例演習

仮想の地方自治体を設定してグループで監査を行い、発見し

た問題点等を検討、発表することを通じて監査の視点や

チェック技法を習得します。

公営企業の監査演習

監査の実務に関する高度の知識、技術を習得するため経営

分析論、公営企業会計について学び、最終的には自らが所

属する団体の公営企業の決算書を基に決算意見審査書を作

成し監査実務の能力を養います。
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・
宇

賀
 克

也

・
大

森
 　

彌

・
小

田
切

 徳
美

・
小

西
 砂

千
夫

・
小

早
川

 光
郎

・
佐

々
木

 常
夫

東
京

大
学

大
学

院
教

授

東
京

大
学

名
誉

教
授

明
治

大
学

教
授

関
西

学
院

大
学

大
学

院
教

授

成
蹊

大
学

法
科

大
学

院
教

授

佐
々

木
常

夫
M

R
代

表

・
神

野
 直

彦

・
童

門
 冬

二

・
西

尾
 　

勝

・
根

本
 祐

二

・
宮

脇
 　

淳

・
藻

谷
 浩

介

東
京

大
学

名
誉

教
授

作
家

東
京

大
学

名
誉

教
授

東
洋

大
学

教
授

北
海

道
大

学
教

授

（
株

）日
本

総
合

研
究

所
調

査
部

 主
席

研
究

員

ロ
ー

カ
ル
・
オ

ー
ト

ノ
ミ

ー
の

充
実

・
発

展
の

た
め

に

自
治

体
職

員
の

心
技

体
を

鍛
え

る
機

会
を

逃
す

な

自
治

大
学

校
の

正
門

を
入

る
と

、御
影

石
の

表
札

が
置

か
れ

、自
治

大
学

校
の

英
語

表
記

も
書

か
れ

て
い

る
。

Lo
c
a
l 

A
u

to
n

o
m

y
 C

o
ll
e

g
e
で

あ
る

。こ
の

ロ
ー

カ
ル

・
オ

ー
ト

ノ
ミ

ー
は

、日
本

国
憲

法
第

9
2

条
に

い
う

「
地

方
自

治
の

本
旨

」（
th

e
 p

ri
n
ci

p
le

 o
f 

lo
ca

l 
a
u
to

n
o

m
y）

の「
地

方
自

治
」に

付
さ

れ
て

い
る

英
語

表
記

と
同

一
で

あ
る

。ロ
ー

カ
ル

・
オ

ー
ト

ノ
ミ

ー
と

は
、自

治
体

の
自

己
決

定
権

と
そ

の
自

律
的

行
使

を
意

味
す

る
と

い
え

る
。
自

治
大

学
校

と
は

、ロ
ー

カ
ル

・
オ

ー
ト

ノ
ミ

ー
の

充
実

・
発

展
に

関
す

る
理

論
と

方
法

に
関

し
、全

国
か

ら
参

集
し

た
自

治
体

職
員

が
共

に
学

ぶ
場

で
あ

る
、と

い
う

の
が

私
の

解
釈

で
あ

る
。ロ

ー
カ

ル
・

オ
ー

ト
ノ

ミ
ー

の
確

固
た

る
担

い
手

と
な

る
た

め
に

他
の

職
員

と
の

交
流

の
中

で
自

分
自

身
を

鍛
え

直
す

場
で

あ
る

。
自

治
体

行
政

は
公

選
職

で
あ

る
首

長
と

議
会

の
補

助
機

関
と

し
て

の
職

員
の

活
動

を
お

い
て

他
に

な
い

。自
治

体
行

政
の

あ
り

方
は

職
員

の
意

欲
と

能
力

の
発

揮
と

不
可

分
で

あ
る

。自
治

大
学

校
の

研
修

生
に

は
、こ

の
こ

と
の

大
切

さ
を

、し
み

じ
み

と
感

得
し

、そ
れ

を
、地

域
と

職
場

に
お

け
る

課
題

解
決

の
た

め
に

は
生

か
す

に
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

、そ
れ

を
よ

り
広

く
よ

り
深

く
学

び
考

え
る

こ
と

が
強

く
期

待
さ

れ
て

い
る

。ど
こ

の
自

治
体

も
人

口
減

少
時

代
を

迎
え

て
幾

重
も

の
困

難
に

直
面

し
て

い
る

。
だ

か
ら

こ
そ

、よ
り

良
い

未
来

が
待

っ
て

い
る

こ
と

を
信

じ
、そ

れ
に

向
か

っ
て

自
ら

を
変

え
、自

治
体

行
政

を
変

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。ロ

ー
カ

ル
・

オ
ー

ト
ノ

ミ
ー

の
充

実
と

発
展

を
目

指
し

て
。

こ
れ

か
ら

の
自

治
体

職
員

は
、限

ら
れ

た
人

員
で

な
ん

で
も

こ
な

す
幅

広
い

知
識

が
必

要
で

す
。同

時
に

、目
前

に
大

き
な

課
題

が
迫

っ
た

と
き

に
は

、深
く

専
門

的
な

知
識

と
技

術
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
地

域
を

愛
し

、地
域

住
民

に
寄

り
添

う
心

が
あ

る
こ

と
は

前
提

で
す

。
組

織
人

と
し

て
、使

い
減

り
し

な
い

体
力

と
段

取
り

の
よ

さ
は

当
然

の
こ

と
、チ

ー
ム

で
仕

事
を

す
る

わ
き

ま
え

が
い

り
ま

す
。そ

れ
だ

け
で

は
な

く
、組

織
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
率

先
垂

範
し

、組
織

を
動

か
す

能
力

と
人

格
を

身
に

つ
け

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。こ

れ
が

、自
治

体
職

員
に

求
め

ら
れ

る
心

技
体

で
す

。
立

川
の

自
治

大
学

校
で

は
、心

技
体

の
す

べ
て

を
鍛

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
自

治
体

職
員

と
し

て
持

つ
べ

き
見

識
や

、知
識

を
深

め
技

術
を

磨
く

術
に

つ
い

て
は

、毎
日

の
講

義
な

ど
で

ど
ん

ど
ん

身
に

つ
い

て
い

き
ま

す
。

充
実

し
た

図
書

館
は

、深
く

学
ぶ

の
に

適
し

た
資

料
が

あ
り

ま
す

。
全

国
の

志
あ

る
職

員
と

の
交

流
は

、自
治

体
職

員
と

し
て

の
モ

テ
ィ

べ
ー

シ
ョ

ン
を

高
め

る
絶

好
の

機
会

に
な

り
ま

す
。自

治
大

同
期

生
は

、卒
業

し
て

か
ら

も
交

流
が

続
く

と
聞

き
ま

す
。自

分
の

自
治

体
以

外
の

職
員

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

、自
治

体
職

員
と

し
て

の
意

識
は

大
き

く
高

ま
り

ま
す

。そ
れ

に
、…

…
、自

治
大

で
も

っ
と

も
よ

い
の

は
、研

修
と

し
て

は
比

較
的

長
期

で
あ

る
だ

け
に

、自
分

を
客

観
的

に
見

つ
め

、こ
れ

か
ら

の
公

務
員

人
生

を
充

実
さ

せ
る

た
め

に
何

を
す

べ
き

か
、

思
い

を
は

せ
る

時
間

が
作

れ
る

こ
と

で
す

。
限

ら
れ

た
人

材
を

最
大

限
活

用
す

る
た

め
に

、自
治

大
に

多
く

の
職

員
を

派
遣

し
て

く
だ

さ
い

。
自

治
大

に
は

そ
れ

に
応

え
る

用
意

が
あ

り
ま

す
。

東
京

大
学

名
誉

教
授

大
森

 　
彌

関
西

学
院

大
学

大
学

院
教

授

小
西

 砂
千

夫

講
師
（

学
会

）
か

ら
の

応
援

メ
ッ

セ
ー

ジ

日
本

を
代

表
す

る
講

師
陣
（

平
成

2
9

年
度

実
績

）
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宇
土

市
は

平
成

2
8

年
の

熊
本

地
震

で
市

制
施

行
以

来
最

大
の

危
機

に
直

面
し

ま
し

た
。
多

く
の

家
屋

が
被

害
を

受
け

、ま
た

災
害

対
策

本
部

と
な

る
市

役
所

本
庁

舎
を

失
い

,市
民

生
活

は
混

乱
の

渦
中

に
あ

り
ま

し
た

。こ
の

危
機

的
状

況
の

中
で

、支
え

と
な

っ
た

の
は

、国
、県

そ
し

て
市

長
会

を
通

じ
て

頂
い

た
多

く
の

ご
支

援
で

し
た

。
さ

ら
に

、自
治

大
学

校
で

共
に

学
ん

だ
仲

間
や

そ
の

ご
縁

に
よ

っ
て

つ
な

が
っ

た
方

々
か

ら
の

お
力

添
え

が
、

「
支

援
の

輪
」か

ら
自

治
体

間
の「

災
害

協
定

」へ
と

発
展

し
て

い
ま

す
。

現
在

、ご
支

援
を

頂
い

た
皆

様
の

力
に

よ
り

復
興

の
道

を
歩

み
始

め
て

お
り

ま
す

が
、復

興
へ

の
道

の
り

は
長

く
険

し
い

も
の

で
す

。よ
り

よ
い

宇
土

市
を

創
り

上
げ

て
い

く
に

は
市

民
の

皆
様

と
手

を
取

り
合

い
、共

に
前

に
進

ん
で

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、市
の

復
興

、そ
し

て
さ

ら
な

る
発

展
の

た
め

の
大

き
な

柱
と

し
て

、人
を

育
て

る
こ

と
が

自
治

体
を

支
え

る
力

に
な

る
と

私
は

考
え

て
い

ま
す

。
私

自
身

も
、平

成
1

4
年

度
第

2
部

課
程

第
1

3
5

期
生

と
し

て
学

び
、多

く
の

仲
間

と
出

会
い

ま
し

た
。
恵

ま
れ

た
環

境
の

中
で

著
名

な
講

師
陣

と
同

期
の

仲
間

か
ら

受
け

た
刺

激
は

、今
で

も
私

の
財

産
と

な
り

、震
災

対
応

に
お

い
て

も
大

き
な

力
を

お
貸

し
い

た
だ

き
ま

し
た

。
単

な
る

知
識

の
習

得
に

と
ど

ま
ら

な
い

、仲
間

と
の

交
流

や
絆

を
深

め
る

か
け

が
え

の
な

い
経

験
を

多
く

の
職

員
に

も
体

感
し

て
ほ

し
い

の
で

す
。

自
治

大
学

校
と

熊
本

地
震

熊
本

県
宇

土
市

長

元
松

 茂
樹

首
長
（

市
）
か

ら
の

声

本
町

は
、北

海
道

の
ほ

ぼ
中

央
に

位
置

す
る

人
口

約
3

,8
0

0
人

の
自

治
体

で
、約

7
0

人
の

職
員

と
と

も
に

、
「

住
ん

で
よ

か
っ

た
」と

思
え

る
ま

ち
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

小
さ

な
町

、少
な

い
職

員
の

中
で

、長
期

に
わ

た
る

研
修

に
派

遣
す

る
こ

と
は

、容
易

な
こ

と
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、少

な
い

職
員

だ
か

ら
こ

そ
、一

人
ひ

と
り

の
職

員
に

求
め

ら
れ

る
役

割
は

大
き

く
、職

員
の

能
力

や
魅

力
が

最
大

限
引

き
出

さ
れ

る
よ

う
、研

修
機

会
の

充
実

に
努

め
て

い
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
中

、自
治

大
学

校
で

は
、各

分
野

に
お

い
て

日
本

を
代

表
す

る
講

師
陣

に
よ

る
講

義
や

仲
間

と
切

磋
琢

磨
し

な
が

ら
の

政
策

立
案

研
究

な
ど

、一
流

の
方

々
に

囲
ま

れ
た

環
境

で
の

研
修

は
、日

本
の

地
方

自
治

発
展

に
大

き
く

寄
与

し
て

い
る

も
の

と
思

い
ま

す
。

私
自

身
も

、平
成

2
6

年
に

第
1

7
1

期
生

と
し

て
お

世
話

に
な

り
ま

し
た

が
、多

く
の

知
識

や
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

は
も

と
よ

り
、多

く
の

仲
間

と
も

出
会

う
こ

と
が

で
き

、そ
の

後
の

仕
事

や
生

活
に

大
き

な
影

響
を

与
え

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。ま
た

、自
治

大
職

員
の

皆
さ

ん
が

全
力

で
働

く
姿

も
、脳

裏
に

焼
き

付
い

て
い

ま
す

。
自

治
大

で
学

ん
だ

職
員

は
、地

方
自

治
の

基
礎

基
本

が
し

っ
か

り
と

身
に

付
き

、疑
問

に
思

う
こ

と
は

積
極

的
に

改
善

に
取

り
組

み
、未

来
を

描
く

こ
と

が
で

き
る

職
場

の
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

厚
い

信
頼

を
得

て
い

ま
す

。
ま

た
、正

に
同

じ
釜

の
飯

を
食

っ
た

仲
間

と
の

絆
は

深
く

、S
N

S
等

を
通

じ
、全

国
の

仲
間

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
有

効
に

活
用

さ
れ

て
い

る
よ

う
で

す
。

基
礎

基
本

を
学

び
、
未

来
を

描
け

る
職

員
を

北
海

道
比

布
町

長

村
中

 一
徳

首
長
（

町
）
か

ら
の

声

人
口

減
少

対
策

、地
域

活
力

向
上

対
策

な
ど

多
く

の
課

題
を

抱
え

る
地

方
自

治
の

現
場

に
お

い
て

、こ
れ

か
ら

の
職

員
に

は
必

要
な

法
令

知
識

は
も

と
よ

り
、新

し
い

行
政

手
法

の
考

え
方

な
ど

を
取

り
入

れ
て

い
く

思
考

の
柔

軟
性

が
求

め
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。
行

政
の

平
等

取
扱

い
の

原
則

も
、違

法
な

こ
と

は
例

外
で

あ
る

よ
う

に
、

何
が

違
法

で
、何

が
不

適
切

か
、何

に
重

き
が

置
か

れ
る

の
か

、置
い

て
あ

る
の

か
、様

々
な

観
点

、視
点

を
持

つ
こ

と
が

必
要

で
す

。
職

員
は

、も
っ

と
考

え
る

力
を

身
に

付
け

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
う

し
た

職
員

に
育

て
て

い
く

こ
と

が
大

切
と

考
え

て
い

ま
す

が
、日

常
の

職
場

訓
練

の
み

で
は

難
し

く
、ま

た
職

員
自

ら
が

高
い

志
を

持
つ

こ
と

が
重

要
だ

け
に

、押
し

付
け

で
な

く
自

発
的

な
研

修
と

な
る

よ
う

な
場

が
ど

う
し

て
も

必
要

で
す

。自
治

大
学

校
は

、制
約

さ
れ

た
空

間
で

自
己

練
磨

で
き

る
場

と
し

て
、こ

う
し

た
期

待
に

応
え

ら
れ

る
研

修
の

場
で

あ
り

、公
務

員
の

気
構

え
を

養
え

る
環

境
も

整
っ

た
と

こ
ろ

と
言

え
ま

す
。
本

県
で

は
毎

年
数

名
の

研
修

生
を

送
り

出
し

て
い

ま
す

が
、各

人
そ

れ
ぞ

れ
に

特
長

を
生

か
し

期
待

に
応

え
て

く
れ

て
い

ま
す

。
私

も
約

半
年

間
、著

名
な

講
師

に
よ

る
多

様
な

講
義

を
受

け
ら

れ
た

だ
け

で
な

く
、全

国
か

ら
将

来
の

幹
部

候
補

生
と

な
り

得
る

人
物

等
と

と
も

に
、ス

ポ
ー

ツ
や

遊
び

、さ
ら

に
は

政
策

研
究

の
協

同
作

業
を

通
し

て
得

ら
れ

た
刺

激
は

、2
0

数
年

経
っ

た
今

で
も

忘
れ

得
ぬ

も
の

と
な

っ
て

い
ま

す
。

自
治

大
学

校
で

得
た「

考
え

る
」と

い
う

こ
と

大
切

さ
や

、機
会

を
与

え
て

く
れ

た
こ

と
の

感
謝

を
忘

れ
ず

、今
年

も
研

修
生

を
送

り
出

し
ま

す
。

全
国

の
逸

材
と

多
様

な
考

え
方

を
学

べ
る

チ
ャ

ン
ス

香
川

県
副

知
事

西
原

 義
一

自
治

体
幹

部
（

都
道

府
県

）
か

ら
の

声

自
治
大
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

今
、地

方
公

共
団

体
は

、人
口

減
少

・
超

高
齢

社
会

に
お

け
る

長
期

的
な

観
点

に
た

っ
た

地
方

創
生

の
推

進
な

ど
、数

多
く

の
課

題
に

直
面

し
て

い
ま

す
。そ

し
て

、地
方

分
権

改
革

の
進

展
に

伴
っ

て
、こ

れ
ら

の
課

題
に

自
己

決
定

、自
己

責
任

の
原

則
に

立
っ

て
向

き
合

い
、

住
民

ニ
ー

ズ
に

的
確

に
対

応
し

て
い

く
こ

と
を

強
く

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

こ
う

し
た

時
代

の
要

請
に

地
方

公
共

団
体

が
対

応
し

て
い

く
た

め
に

は
、よ

り
広

い
識

見
と

高
い

能
力

を
も

っ
た

地
方

公
務

員
を

養
成

、

確
保

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
不

可
欠

で
す

。こ
の

よ
う

な
認

識
の

下
、自

治
大

学
校

で
は

、こ
れ

か
ら

の
時

代
を

担
う

地
方

公
務

員
に

必
要

な
能

力
を

総
合

的
か

つ
高

度
に

養
成

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
、研

修
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

自
治

体
の

行
財

政
を

め
ぐ

る
厳

し
い

環
境

の
な

か
で

、予
算

や
人

員
的

に
厳

し
い

こ
と

と
は

思
い

ま
す

が
、「

人
材

の
育

成
」や

「
職

員

の
能

力
開

発
」、

研
修

の
受

講
は

個
人

に
と

っ
て

も
団

体
に

と
っ

て
も

大
き

な
財

産
と

な
り

ま
す

。ま
た

、宿
泊

研
修

を
通

じ
て

有
意

義
な

意
見

交
換

・
議

論
・

情
報

交
換

を
行

い
、築

か
れ

た
研

修
生

同
士

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

何
よ

り
の

財
産

と
も

な
り

ま
す

の
で

、自
治

大
学

校

研
修

の
積

極
的

な
ご

活
用

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

◎
世

界
に

広
が

る
自

治
大

学
校

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

自
治

大
学

校
の

も
う

一
つ

の
顔

 ～
国

際
研

修
～

自
治

大
学

校
で

は
、E

R
O

P
A（

行
政

に
関

す
る

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
機

関
）地

方
行

政
セ

ン

タ
ー

と
し

て
、各

国
か

ら
研

修
生

を
招

待
し

て
日

本
の

地
方

行
政

に
関

す
る

国
際

的
な

研
修

を
提

供

し
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、J

IC
A（

国
際

協
力

機
構

）と
共

同
で

、発
展

途
上

国
の

地
方

行
政

関
係

公
務

員
の

研
修（

期
間

5
週

間
）を

実
施

し
て

お
り

、昭
和

3
9

年
に

初
め

て
研

修
を

実
施

し
て

以
来

、毎
年

度

1
5

名
前

後
の

外
国

人
研

修
生

を
対

象
に

研
修

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、平
成

2
5

年
度

に
は

、日
本

で
は

1
8

年
ぶ

り
に

E
R
O

P
A

の
総

会
が

自
治

大
学

校
等

を

会
場

と
し

て
開

催
さ

れ
ま

し
た

。

自
治

大
学

校
に

お
け

る
研

修
の

新
た

な
ポ

イ
ン

ト

●
基

本
法

制
研

修

選
択

制
に

よ
り

、地
方

公
共

団
体

の
幹

部
職

員
等

に
必

要
な

基
本

法
制

に
係

る
研

修
を

実
施

●
第

1
部

課
程

及
び

第
2

部
課

程

各
種

の
演

習
を

集
中

的
に

実
施

し
、政

策
形

成
能

力
を

高
め

る
た

め
の

講
義

を
実

施

●
第

1
部

・
第

2
部

特
別

課
程

女
性

幹
部

候
補

生
に

相
応

し
い

研
修

を
、よ

り
参

加
し

や
す

い
宿

泊
研

修
日

数
で

実
施

演
習

課
目

を
通

じ
た

政
策

形
成

能
力

等
の

養
成

こ
れ

か
ら

の
時

代
を

担
う

地
方

公
務

員
に

必
要

な
能

力
と

し
て

、自
治

大
学

校
で

は
六

つ
の

能
力（

問
題

発
見

・
解

決
能

力
、

政
策

立
案

能
力

、プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
、公

共
政

策
・

行
政

経
営

に
係

る
知

識
、幹

部
候

補
生

と

し
て

の
使

命
感

）を
研

修
生

に
習

得
し

て
も

ら
い

た
い

と
考

え
て

お
り

、演
習

課
目

を
通

じ
て

段
階

的
に

か
つ

着
実

に
習

得
で

き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

具
体

的
な

演
習

課
目

と
し

て
は

、模
擬

講
義

演
習

、事
例

演
習（

テ
キ

ス
ト

型
、持

寄
型

、デ
ィ

ベ
ー

ト
型

）、
デ

ー
タ

分
析

演
習

、

条
例

立
案

演
習

、政
策

立
案

演
習

を
実

施
し

て
い

ま
す

。

海
外

か
ら

の
研

修
生

に
対

す
る

講
義

E
R
O

P
A

東
京（

立
川

）総
会
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主
な
研
修
課
程
の
概
要

●①

●②

●③

●④●⑥

●⑤

課
程

名
対

象
期

間
年

間
回

数
年

度
計

画

一 般 研 修

基
本

法
制

研
修

A

①
第

1
部

課
程

受
講

者
②

第
2
部

課
程

受
講

者
③

基
本

法
制

の
み

の
受

講
希

望
者

1
か

月
2
回

－

基
本

法
制

研
修

B

①
第

2
部

課
程

受
講

者
②

第
1
部

・
第

2
部

特
別

課
程

受
講

者
③

基
本

法
制

の
み

の
受

講
希

望
者

2
週

間
2
回

－

第
1
部

都
道

府
県

及
び

指
定

都
市

等
の

課
長

補
佐

・
係

長
相

当
職

の
職

員
3
か

月
2
回

1
6
0
人

（
8
0
人

）

第
2
部

市
区

町
村

の
課

長
補

佐
・

係
長

相
当

職
以

上
の

職
員

2
か

月
4
回

3
2
0
人

（
8
0
人

）

第
1
部

・
第

2
部

特
別

都
道

府
県

及
び

市
区

町
村

の
係

長
相

当
職

以
上

の
女

性
職

員
3
週

間
2
回

2
4
0
人

（
1
2
0
人

）

第
3
部

都
道

府
県

及
び

市
区

町
村

の
課

長
相

当
職

以
上

の
職

員
3
週

間
1
回

1
2
0
人

専 門 研 修

税
務

【
税

務
・

徴
収

コ
ー

ス
】都

道
府

県
及

び
市

区
町

村
の

賦
課

・
徴

収
事

務
の

管
理

監
督

職
員

1
か

月
1
回

1
2
0
人

【
会

計
コ

ー
ス

】都
道

府
県

・
市

区
町

村
の

税
務

担
当

職
員

3
か

月
※

1
回

5
0
人

監
査

・
内

部
統

制
都

道
府

県
及

び
市

区
町

村
の

課
長

補
佐

・
係

長
相

当
職

に
あ

る
職

員
1
か

月
※

1
回

5
0
人

（
注

）・
平

成
3

0
年

度
に

お
い

て
は

、上
記

の
一

般
研

修
及

び
専

門
研

修
の

ほ
か

、特
別

研
修（

医
療

政
策

短
期

、人
材

育
成

、地
方

公
会

計
、防

災
）及

び
「

地
域

人
財

づ
く

り
セ

ミ
ナ

ー
」を

実
施

し
て

い
る

。
・

※
の

課
程

に
つ

い
て

は
、宿

泊
研

修
に

先
立

っ
て

通
信

研
修（

一
部

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
含

む
。
）を

行
う

。
・（

　
　

）は
1

回
あ

た
り

の
定

員
で

あ
る

。

①
管

理
棟

延
べ

床
面

積
3

,5
0

8
㎡

　
階

数
 ：
 地

上
3

階

主
要

施
設

 ：
 庶

務
課

、
教

務
部

、
教

授
室

、
研

究
部

、
外

部
講

師
控

室

自
治

大
学

校
の

事
務

室
が

あ
る

棟
で

す
。

外
来

者
を

迎
え

入
れ

る
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
ホ

ー
ル

が
あ

り
、

自
治

大
学

校
の

管
理

・
運

営
の

役
割

を
担

い
ま

す
。

②
研

修
棟

-1
、
研

修
棟

-2

延
べ

床
面

積
　

研
修

棟
-1

3
,0

8
5

㎡
、

研
修

棟
-2

2
,5

1
2

㎡

階
数

 ：
 研

修
棟

-1
地

上
3

階
、

研
修

棟
-2

地
下

1
階

、
地

上
3

階

主
要

施
設

 ：
 大

教
室

、
第

1
～

4
教

室
、

演
習

室
、

国
際

研
修

室

自
治

大
学

校
の

研
修

諸
室

が
あ

る
棟

で
す

。
研

修
生

の
学

習
の

場
で

あ
る

と
と

も
に

研
修

生
と

講
師

と
の

交
流

の
場

と
な

り
ま

す
。

2
棟

あ
る

研
修

棟
の

間
に

ラ
ウ

ン
ジ

や
休

憩
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

る
こ

と
に

よ
り

、
集

中
す

る
学

習
空

間
と

リ
ラ

ッ
ク

ス
す

る
ラ

ウ
ン

ジ
空

間
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

配
置

し

て
い

ま
す

。

③
厚

生
棟

延
べ

床
面

積
3

,8
9

2
㎡

　
階

数
 ：
 地

下
1

階
、

地
上

2
階

主
要

施
設

 ：
 図

書
室

、
食

堂
、

自
主

討
議

室
、

研
修

生
集

会
室

、
O

A
コ

ー
ナ

ー

研
修

生
の

生
活

利
便

施
設

と
自

主
活

動
施

設
が

あ
る

棟
で

す
。

研
修

棟
と

寄
宿

舎
の

中
間

に
位

置

し
、

食
事

や
ク

ラ
ブ

活
動

等
を

通
し

た
交

流
の

場
を

提
供

し
ま

す
。

④
寄

宿
舎
（

南
側

 :
 麗

澤
寮

、
北

側
 :

 洗
心

寮
）

延
べ

床
面

積
1

4
,1

3
1

㎡
　

階
数

 ：
 地

下
1

階
、

地
上

8
階

主
要

施
設

 ：
 宿

泊
室

、
談

話
室

研
修

生
の

生
活

の
場

で
あ

り
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
保

た
れ

た
個

人
学

習
の

場
で

あ
る

と
と

も
に

、

生
活

の
中

で
の

出
会

い
や

交
流

の
場

と
な

り
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
も

整
備

さ
れ

た
長

期
間

の
宿

泊
研

修
を

快
適

に
過

ご
す

こ
と

の
で

き
る

個
室

（
洋

室
）

に
よ

り
構

成
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

各
階

に
テ

レ
ビ

、
和

室
、

給
湯

設
備

な
ど

を
備

え
た

談
話

室
を

お
い

て
い

ま
す

。

⑤
講

堂
・

体
育

館
棟

延
べ

床
面

積
1

,3
4

7
㎡

　
階

数
 ：
 地

上
1

階

主
要

施
設

 ：
 講

堂
、

体
育

館
、

ジ
ム

各
種

式
典

や
多

人
数

で
の

研
修

、
会

議
等

に
利

用
す

る
と

と
も

に
、

体
育

関
係

の
授

業
、

研
修

生

の
ク

ラ
ブ

活
動

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
な

ど
に

用
い

る
複

合
的

な
施

設
で

す
。

⑥
屋

外
運

動
施

設

主
要

施
設

 ：
 グ

ラ
ウ

ン
ド

、
テ

ニ
ス

コ
ー

ト

各
種

ス
ポ

ー
ツ

活
動

や
イ

ベ
ン

ト
を

展
開

す
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
な

空
間

で
あ

り
、

緑
豊

か
な

潤
い

あ
る

空
間

を
提

供
し

ま
す

。
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職
場

、家
族

の
理

解
の

も
と

参
加

し
た

約
1

か
月

の
自

治
大

研
修

は
大

変
有

意
義

な
も

の
で

し
た

。
家

事
、育

児
、日

常
業

務
か

ら
離

れ
、毎

日
そ

れ
ぞ

れ
の

分
野

の
第

一
線

で
活

躍
す

る
講

師
の

皆
様

か
ら

講
義

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

貴
重

な
研

修
で

す
。

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、危
機

管
理

等
の

行
政

運
営

手
法

、政
治

・
経

済
・

人
口

動
態

等
さ

ま
ざ

ま
な

視
点

か
ら

見
た

日
本

の
現

状
と

課
題

、そ
し

て
世

界
経

済
の

状
況

等
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
、視

野
が

広
が

っ
て

い
く

感
覚

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。
幹

部
職

員
と

し
て

、我
が

ま
ち

の
あ

る
べ

き
姿

を
中

長
期

的
な

ビ
ジ

ョ
ン

を
持

ち
、多

角
的

な
視

点
で

政
策

判
断

し
て

い
く

た
め

に
大

変
参

考
に

な
る

も
の

で
し

た
。

さ
ら

に
事

例
演

習
で

は
、各

地
域

の
さ

ま
ざ

ま
な

施
策

や
事

業
、そ

れ
に

伴
う

課
題

等
に

つ
い

て
小

グ
ル

ー
プ

毎
に

現
状

把
握

し
解

決
策

を
見

出
し

て
い

く
プ

ロ
セ

ス
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
、フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

向
上

の
ほ

か
、

今
後

の
政

策
展

開
に

お
い

て
他

団
体

の
施

策
を

踏
ま

え
た

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

判
断

を
す

る
に

も
役

立
つ

も
の

と
感

じ
て

い
ま

す
。

自
治

体
に

求
め

ら
れ

る
も

の
、ま

た
自

治
体

職
員

に
求

め
ら

れ
る

能
力

は
時

代
の

流
れ

と
共

に
変

化
し

て
き

て
い

ま
す

。こ
の

変
革

の
時

代
だ

か
ら

こ
そ

研
修

に
参

加
す

る
意

義
が

あ
る

よ
う

に
感

じ
ま

す
。
日

々
の

業
務

に
追

わ
れ

、慌
た

だ
し

く
過

ぎ
る

毎
日

を
考

え
る

と
長

期
の

研
修

は
敬

遠
さ

れ
が

ち
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。し
か

し
、充

実
し

た
研

修
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

全
国

に
広

が
る

人
脈

が
得

ら
れ

る
こ

と
は

自
治

大
の

魅
力

で
す

。
研

修
の

チ
ャ

ン
ス

が
巡

っ
て

き
た

ら
進

ん
で

参
加

し
、さ

ら
に

視
野

を
広

げ
て

く
だ

さ
い

。

自
治

大
学

校
で

は
、素

晴
ら

し
い

講
師

陣
に

よ
る

幅
広

い
内

容
の

講
義

や
演

習
に

よ
っ

て
、ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

の
充

実
し

た
毎

日
を

過
ご

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。
事

例
演

習
に

お
い

て
は

、地
方

自
治

体
に

お
け

る
課

題
に

対
し

て
、限

ら
れ

た
時

間
の

中
で

様
々

な
意

見
を

出
し

合
い

、そ
れ

を
グ

ル
ー

プ
の

結
論

と
し

て
ま

と
め

て
い

く
ス

キ
ル

を
磨

き
ま

し
た

。ま
た

、そ
れ

ぞ
れ

異
な

る
視

点
か

ら
の

意
見

を
聞

く
こ

と
で

、自
分

自
身

の
視

野
を

大
き

く
広

げ
る

こ
と

も
で

き
ま

し
た

。
約

4
週

間
の

研
修

で
し

た
が

、共
に

生
活

を
送

り
学

ぶ
中

で
、講

義
や

演
習

の
課

題
を

励
ま

し
合

い
な

が
ら

乗
り

切
っ

た
り

、寮
の

フ
ロ

ア
の

皆
で

食
事

会
や

誕
生

日
会

を
行

っ
た

り
す

る
な

ど
、様

々
な

イ
ベ

ン
ト

を
通

じ
て

仲
間

た
ち

と
の

関
係

を
築

い
て

い
き

ま
し

た
。
女

性
同

士
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、仕

事
の

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
、家

族
や

職
場

環
境

の
こ

と
な

ど
、包

み
隠

さ
ず

話
す

こ
と

が
で

き
、そ

う
し

た
中

で
互

い
に

共
感

し
、絆

を
深

め
て

い
く

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。ま
た

、今
後

働
く

上
で

参
考

に
な

る
こ

と
な

ど
も

仲
間

か
ら

学
び

、こ
こ

で
得

た
仲

間
た

ち
と

の
つ

な
が

り
は

私
に

と
っ

て
か

け
が

え
の

な
い

も
の

と
な

り
ま

し
た

。
研

修
に

参
加

す
る

ま
で

は
、職

場
を

離
れ

る
こ

と
に

対
し

て
不

安
な

気
持

ち
が

大
き

か
っ

た
の

で
す

が
、実

際
に

行
っ

て
み

る
と

、こ
の

自
治

大
学

校
の

研
修

に
参

加
で

き
た

こ
と

は
自

分
の

人
生

に
お

い
て

素
晴

ら
し

い
経

験
だ

っ
た

と
実

感
し

ま
し

た
。
自

治
大

学
校

で
学

べ
る

こ
と

は
本

当
に

貴
重

な
機

会
で

あ
り

、自
分

の
世

界
を

広
げ

る
チ

ャ
ン

ス
で

す
の

で
、参

加
を

迷
わ

れ
て

い
る

方
に

は
ぜ

ひ
思

い
切

っ
て

一
歩

を
踏

み
出

し
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

私
が

自
治

大
の

研
修

を
受

け
る

後
押

し
と

な
っ

た
の

は
、自

治
大

卒
業

生
だ

っ
た

父
の

助
言

で
し

た
。
父

は
麻

布
校

舎
だ

っ
た

昭
和

5
6

年
の

第
2

部
課

程
第

7
2

期
生

で
、も

し
公

務
員

に
な

っ
た

ら
自

治
大

は
是

非
行

っ
て

こ
い

と
言

い
聞

か
さ

れ
て

き
ま

し
た

。
公

務
員

に
な

り
4

3
歳

で
研

修
の

機
会

が
回

っ
て

き
た

私
に

は
、正

直「
知

ら
な

い
人

達
と

知
ら

な
い

街
で

2
か

月
の

勉
強

漬
け

へ
の

不
安

」し
か

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

が
、い

ざ
入

校
し

て
み

る
と

そ
れ

は「
気

さ
く

な
仲

間
達

」と
の「

自
己

研
鑽

・
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
」と

「
初

都
会

暮
ら

し
」の

始
ま

り
で

し
た

。
座

学
で

は
、基

礎
知

識
の

再
確

認
や

新
た

な
知

識
の

習
得

、め
っ

た
に

聞
け

な
い

著
名

講
師

陣
か

ら
の

講
義

な
ど

、公
務

員
と

し
て

必
要

な
知

識
や

心
構

え
を

改
め

て
学

び
、演

習
で

は
、仲

間
と

協
力

・
議

論
し

課
題

に
取

り
組

む
中

で
、全

国
の

猛
者

達
か

ら
刺

激
を

受
け

自
分

の
非

力
さ

を
痛

感
し

つ
つ

も
問

題
解

決
の

考
え

方
や

手
法

な
ど

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。そ

し
て

何
よ

り
貴

重
な

経
験

は「
一

生
も

の
に

な
る

仲
間

達
と

の
出

会
い

」で
し

た
。
研

修
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、洗

心
寮

で
の

共
同

生
活

や
休

日
の

観
光

、時
に

夜
の

繁
華

街
散

策
な

ど
、同

志
と

過
ご

し
た

濃
密

な
2

か
月

は
、初

対
面

だ
っ

た
相

手
を

立
川

駅
前

で
も

人
目

を
憚

ら
ず

涙
し

抱
擁

し
て

別
れ

を
惜

し
む

存
在

に
ま

で
変

え
て

く
れ

ま
す

。
自

治
大

に
は

こ
れ

か
ら

の
仕

事
に

必
要

な
知

識
や

情
報

が
詰

ま
っ

て
い

る
だ

け
で

は
な

く
、こ

れ
か

ら
の

人
生

を
豊

か
に

し
て

く
れ

る「
人

と
の

繋
が

り
」や

貴
重

な
経

験
が

豊
富

に
あ

る
場

所
で

す
。
入

校
を

迷
っ

て
い

る
人

が
い

れ
ば

、
私

は
迷

わ
ず

背
中

を
押

し
て

あ
げ

た
い

で
す

。

各
自

治
体

に
お

い
て

も
様

々
な

研
修

が
実

施
さ

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
が

、社
会

人
に

な
っ

て
か

ら
の

長
期

間
の

研
修

の
機

会
と

い
う

の
は

、非
常

に
貴

重
な

経
験

で
す

。し
ば

ら
く

の
間

、仕
事

か
ら

離
れ

る
の

は
抵

抗
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、多
く

の
自

由
な

時
間

を
何

に
使

う
の

か
と

い
う

贅
沢

な
悩

み
も

研
修

の
醍

醐
味

の
一

つ
と

思
い

ま
す

。
私

自
身

は
初

め
て

の
東

京
で

の
生

活
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、講

義
の

な
い

休
日

は
観

光
ス

ポ
ッ

ト
や

寺
社

仏
閣

、繁
華

街
な

ど
で

き
る

だ
け

色
々

な
と

こ
ろ

に
足

を
運

び
ま

し
た

。直
接

見
聞

き
す

る
こ

と
で

、自
分

の
視

野
が

広
が

る
ほ

か
、日

頃
の

話
や

説
明

の
説

得
力

も
増

す
こ

と
か

ら
、こ

の
こ

と
だ

け
で

も
良

い
経

験
が

で
き

た
と

感
じ

て
い

ま
す

。
そ

し
て

、研
修

の
中

で
や

は
り

印
象

深
い

の
は

、多
く

の
時

間
を

費
や

す
こ

と
に

な
る

政
策

立
案

研
究

で
す

。政
策

立
案

で
は

、現
状

把
握

・
現

状
分

析
を

踏
ま

え
て

課
題

を
設

定
し

、対
応

策
を

検
討

し
て

い
き

ま
す

が
、こ

う
し

た
一

連
の

流
れ

は
、

普
段

の
業

務
に

も
通

ず
る

ス
キ

ル
で

す
。ま

た
、チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
と

役
割

分
担

を
し

、段
取

り
を

し
な

が
ら

一
つ

の
目

標
に

向
か

っ
て

取
り

組
ん

で
い

く
過

程
は

、
組

織
の

中
で

の
業

務
遂

行
と

同
じ

で
す

。
私

た
ち

の
班

は
、チ

ー
ム

の
誰

も
が

今
ま

で
関

わ
っ

た
こ

と
の

な
い

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
か

ら
、苦

労
す

る
こ

と
も

多
か

っ
た

で
す

が
、先

入
観

な
し

に
考

え
、意

見
を

出
し

合
う

刺
激

の
多

い
研

究
と

な
り

ま
し

た
。政

策
立

案
終

了
後

の
チ

ー
ム

と
し

て
一

つ
の

こ
と

を
成

し
遂

げ
た

と
い

う
達

成
感

は
格

別
で

、今
後

の
公

務
員

生
活

の
中

で
も

心
に

残
る

も
の

で
す

。
時

は
金

な
り

。
研

修
の

中
や

外
を

問
わ

ず
、自

分
の

興
味

が
あ

る
こ

と
に

何
で

も
挑

戦
で

き
る

環
境

が
整

っ
た

自
治

大
で

第
2

の
青

春
を

送
り

ま
せ

ん
か

。

北
海

道
本

別
町

宮
口

 淳
哉

（
1
7
4
期

）

兵
庫

県

門
多

 宏
樹

（
1
2
8
期

）

第
2

部
課

程
第

1
部

課
程

親
子

2
代

で
貴
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